地域資源の適切な保全管理のための推進活動の記録（記載例）

１．実施日時
令和●年●月●日（●）
●●：●●　～　●●：●●

２．実施場所
●●公民館

３．参加者
●名　うち農業者●名、農業者以外●名

４．活動内容
【活動内容の記載例】
1  農業者（入り作農家、土地持ち非農家を含む）による検討会の開催 の場合
[bookmark: _GoBack]・担い手農家の育成・確保や農地集積について検討会を開催した。
・検討会ででた意見は次のとおり・・・

2  農業者に対する意向調査、農業者による現地調査 の場合
　　・集落内の高齢者が進んでいるため、今後の耕作の継続について聞き取り調査を行っ
た。
・その結果は、次のとおり（特に対応が必要な地番のみ記載）
	耕作者
	農地
	今後の耕作
	今後の対応

	□□ □□
	□□町□番
	継続困難
	多面的で保全管理



③ 不在村地主との連絡体制の整備、調整、それに必要な調査 の場合
・不在村地主が○○名いるため、連絡先と今後の耕作の意向や管理について確認を行った。
・その結果は、次のとおり
	名前
	住所
	電話番号
	耕作の意向
	今後の管理

	○○ ○○
	○○町○番地
	○○○-○○○○
	耕作困難
	多面的で保全管理



④ 地域住民等（集落外の住民・組織等も含む）との意見交換会・ワークショップ・交流会の開催 の場合
・当組織と○○町会等が集まり、農業者との交流会について意見を交換した。
・○○町子ども会から、農業者と一緒に田植えと稲刈りの体験会を開催したいという提案があった。

⑤ 地域住民等に対する意向調査、地域住民等との集落内調査 の場合
・現在、農業者以外の地域住民が当組織に参加していないので、今後の農業者と地域住民の共同活動の取組について聞き取りを行った。
・○○町会からは、植栽活動の参加にしたいとの提案があった。

⑥ 有識者等による研修会、有識者を交えた検討会の開催 の場合
・○○氏を講師に招き、農業者及び地域住民を対象に今後の保全活動についてのワークショップを開催した。
・ワークショップで出た意見は次のとおり

【地域資源保全管理構想の作成】
上記の、「地域資源の適切な保全管理のための推進活動」を踏まえ、５年間の取組終了時、「地域資源保全管理構想」として目指すべき保全管理の姿、それに向けて取り組むべき活動・方策等と取りまとめていただくことになります。
